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君とただ 身を寄せ眺めた イブの町 ～生徒作品～ 

校 長 内 田 克 弥 

 

11 月上旬には、夏を思わせる気候の日があったかと思うと、中
旬には突然 12 月の寒さに見舞われ、今年の 11 月も「秋」を実感
できる日が少なく感じました。寒暖の差が激しい時期は、体調を崩
す生徒が多く見られますが、幸いにして、本校では、インフルエン
ザや新型コロナウイルス感染症等の罹患者も少なく、何とか 2 学期
の最終月である 12 月を迎えることができました。保護者の皆様に

おかれましては、日頃よりお子さんの体調管理に気を配っていただき、誠にありがとうござ
います。これからより寒く、空気が乾燥する時期を迎えますが、学校としても、教室内の換
気を励行する等、生徒の皆さんがこの冬を健康に、そして、元気に生活できるよう、環境を
整えてまいります。 
 さて、令和５年も最終月、12 月を迎えました。2 学期のまとめの月であるこの 12 月。
まず 3 年生は、5 日(火)から始まる進路面談で、進路希望先がほぼ決定します。先月末に

11 月までの評価・評定が個々に配られ、その結果をもとに、各ご家庭進路面談に臨むと思
います。現時点で進路希望先が決定しているお子さんもいれば、まだまだ迷っているお子さ
んもいると思います。多くの生徒にとって、これから進む道を決めるのは、人生で初めての
経験ですので、なかなか決められない、というのも十分に理解できます。しかし、決める時
期が来ています。3 年生の保護者の皆様の中には、お子さんの様子にやきもきしている方も

いらっしゃると思いますが、子どもたちにとって、人生初めての経験であることを理解して
いただき、保護者の視点としてだけでなく、「人生の先輩」としての視点ももって、お子さ
んと話し合い、アドバイスをしていただけると幸いです。 
 1，2 年生は、2 学期のまとめの時期です。1，2 年生の保護者面談は、7 日(木)より始
まります。8 月末から始まった約４か月間の 2 学期ですが、どの生徒も多かれ少なかれ確
実に「成長」していると思います。今回の保護者面談が、生徒たちの「成長」した姿がたく
さん話題にあがる面談になることを願っています。 
 今年 5 月に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが、2 類相当から 5 類相
当に変わったことで、社会生活も学校生活もコロナ前の生活にだいぶ戻ってきました。コロ
ナ禍を経験して、当たり前にあった日常生活のありがたさを改めて実感した方も多かったと
思います。 

これから迎える令和 6 年。世界は大きく動き、将来の姿を予想することが難しい時代で
はありますが、生徒たち、保護者の皆様、地域の皆様、そして本校教職員にとって、この令
和 6 年が素晴らしい 1 年になることを願っています。 

学校教育目標  ～挑戦・発信・錬磨～ 

○主体的に考え、伝える力と課題を解決する力を高める。【知】 

○人を思いやり、自分や周りを大切にする心を育てる。【徳】 

○様々なふれあいを通し、豊かな心と体を鍛える。【体・開】 

○社会の一員として、広い視野に立ったものの見方や考え方を身に付ける。【公・開】 

育成を目指す資質・能力 

〇自己肯定感・協働・挑戦する気持ち (「学びに向かう力、人間性等」) 

〇課題解決力・発信力・コミュニケーション力(「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」) 

11 月の華道部の作品 

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/jhs/minamikibogaoka/


がん教育―がんを正しく知る― 

 

１０月３１日(火)の６時間目、がん教育の一環として、２年生対象に、神奈川県がん患者

団体連合会から福田ゆう子さんを講師としてお迎えし、がんについての講演会を本校体育館

で実施しました。南希望が丘中学校では、新型コロナウイルス感染症の感染予防のため実施

できなかった年もありますが、令和元年度より、外部講師をお招きしてのがん教育を行って

います。本校のがんについての講演会は、がんについて正しく理解することができること、

そして自分事として考えられることを目的にしています。 

今回は、前半は、がん患者の家族としての経験を持つ本校学校長内田よりがん患者の家族

として、その実体験と今思うこと、考えることを、後半は福田さんから、がん患者としての

経験と今思うことを、それぞれ話していただきました。 

そして、最後に今回の話を聴いての感想などを周囲の生

徒同士で共有をして終わりました。 

実体験に基づいた話であるので、生徒たちにもとても響い

たようです。そして、がんに対しての理解も深まったと思い

ます。 

中学２年生は、保健体育の時間に「がんとその予防」につ

いて学習はしているものの、がんに対する知識にばらつきが

あり、がんは「怖い」「痛い」「治らない」というイメージが先行し、がんに対する正しい

知識を持っている人が少ないのが現実としてあります。現在は、日本人の２人に１人が、が

んになる時代です。そして、がんになった人の中で、３人に２人は治る(５年生存)時代で

す。生徒の皆さんにはぜひとも「がん」に対する正しい知識を持ってほしいと思うととも

に、がん患者の方と共に、幸せに暮らしやすい社会を築いてほしいとも思います。そのため

に今回はそのよいきっかけになったのではないかと思います。 

以下、今回の授業を受けての生徒の振り返りを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私も「がん」と聞いたら、「死」を想像して、治らない病気だと思っていました。今日の話を聞いて、絶

対助かるわけではないけど、がんの知識があれば、何かの役に立って、早期発見ができるからとても大切だ

と理解しました。また、身近にがんの人やがん患者の家族の方がいるかもしれないから、思いやりをもって

はげましたいです。 

・私もがんはお年寄りがなるものだと思っていました。今日がんについてくわしく聞き、自分や自分の周り

の人の体調について、すぐに気づけるように周りをもっとよく見ようと思いました。あとは、それをするこ

とで、がんにならないとは限りませんが、早寝早起き、食事、運動など、もっと健康的な生活を送ろうと思

いました。 

・私自身も身の周りの人でもがんになった人はいないけれど、今は誰でもなりうる病気だし、「自分には関

係ない」と思うのは違うと思いました。実際にがんを経験した方の話を聞いて、がんについて、正しい知識

を持つことやがんになるのを防ぐために、生活に気をつけていくことが大切だと思いました。 

・話を聞く中で、がん患者の家族になった大変さやつらさ、妊娠とがんが同時進行でなってしまった絶望感

など、色々なことを学びました。そして今回なにより、「がんについて知識をもつこと」が大切だと思いま

した。そうすることで、早期発見、早期治療をして、がんが治る確率が高くなるので、私も定期検診に行こ

うと思いました。今回、貴重な話を聞けてよかったです。帰って家族と話し合ってみたいと思いました。 

・がんについて、しっかり知識をつけておいた方がよいことを知りました。特に治療は手術だけないことを

知って驚きました。がんは、自分は絶対にならないと思っていても、誰でもなる可能性がある病気なので、

日頃の生活から気をつけて、健康でいられるようにしたいと思いました。 

 



パネル文学展  ―今年度は「森鷗外展」― 

 

今年度も神奈川県立神奈川近代文学館よりパネルをお借りして、１１月に図書館にて「パ

ネル文学展」を開催しました。「パネル文学展」の「パネル」とは、近代文学館で実際に行

った文学展で展示した内容を再構成したものです。近代文学館では、著名な作家や作品につ

いて、生徒たちに親しんでもらうことを目的として、そのパネルを県内の中学校や高校に貸

し出しています。 

南希望が丘中学校図書館では、令和３年度からこの「パネル文学展」を実施しています。

令和３年度は「夏目漱石展」、令和４年度は「太宰治展」を実施し、今年度は「森鴎外展」

を実施しました。 

横浜市歌の作詞者として、横浜市民にはなじみのある明治の文豪の森鴎外さんの生涯を、

作品を通して紹介したパネルはとても見やすく、また内容もとても分かりやすいもので、多

くの生徒たちが真剣な面持ちでパネルをながめています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校給食汁物食缶試行実施 ――今年度２回目―― 
 

 １１月２４日(金)、２７日(月)、２８日(火)の３日間、本年度２回目の中学校給食汁物

食缶の試行を１年生と個別支援学級で実施しました。 

 ２回目ということで、１回目の経験を生かして、各クラス、スムーズに配膳ができま

した。 

 令和８年度より中学校給食の「原則利用」が開始されるともに、この汁物食缶も同時

に実施されることになりました。そのため、今回の試行では、３日間、他の中学校の先

生方が視察にお見えになっていました。 

 

 



スクールカウンセラーによる“相談日”のご案内   

☆日時： 

１２月 ５日(火) 9 時～1５時３０分    １月 ９日(火) 9 時～1５時３０分  

１２月１２日(火) ９時～１５時３０分    １月１６日(火) ９時～１５時３０分 

１２月１９日(火) ９時～１５時３０分    １月２３日(火) ９時～１５時３０分 

                      １月３０日(火) ９時～１５時３０分 

☆場所：南希望が丘中学校 相談室（B 棟 2 階）      

 

◎ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ(SSW) 来校日  １２月１５日(金) 全日

相談を希望される方は、生徒指導専任教諭の田中、または副校長までご連絡ください

 

・校長室に展示してある本校校歌の作曲者である中田喜直先生直筆

の校歌の原譜を、７月 15 日(土)から 10 月 1 日(日)まで、横浜市歴

史博物館で行われていた特別展「生誕百年 中田喜直展」にお貸し

し、その原譜が特別展の期間中、右のように展示されていました。 

 中田先生は、横浜市内の小中学校の校歌を何校か作られています

が、原譜が残っているものは珍しいそうです。 

１２月、１月の主な行事 
 

１２／ ３(日) 希望が丘南地区クリーン活動 

１２／ ４(月) 常任委員会 

１２／４(月)～１０(日) 人権週間 

１２／ ５(火) ３年生保護者面談 

１２／ ６(水) ３年生保護者面談 

１２／ ７(木) １～３年生保護者面談 

１２／ ８(金) １～３年生保護者面談 

１２／１０(日) K.K.ネットまつり 

１２／１１(月) １，２年生保護者面談 

１２／１２(火) １，２年生保護者面談 

１２／１８(月) 全校評議会 

１２／２２(金) 丁寧清掃(PM) 

１２／２５(月) ２学期終業式 

１２／２６(火)～１／８(月) 冬休み 

  

 

  

  

  

 １／ ９(火) ３学期始業式 

 １／１１(木)～１８(木)  

校内書き初め展 

 １／１２(金) 学校保健委員会(体育館) 

 １／１５(月) 常任委員会 

 １／１６(火) 小中合同授業研究会 

        善部小学校 

 １／１９(金) 個別支援学級合同学芸会 

 １／２４(水)～３１(水) 

  公立高校共通選抜出願期間(WEB 出願) 

 １／２６(金) 全校評議会 

 １／３０(火) １年生職業講話 

 

 ２／ ２(金) ３年生学年末テスト(５教科) 

頑張っています南希中生 (敬称略)  
 

市立中学校新聞コンクール 壁新聞の部  

努力賞「アースクエイク新聞」１年１組４班 努力賞「恐怖の大地震」１年２組３班 

努力賞「避難所生活新聞」  １年２組５班 奨励賞「地震の時の避難行動」１年３組４班 

 

体育活動優秀生徒  岡田華穂(３－４) 中井颯真(３－５) 

・冬休み中、12 月 28 日(木)から 1 月 4 日(木)の間は学校閉庁日となります。緊急の場合は、12 月 28 日
(木)、１月４日(木)は横浜市教育委員会西部学校教育事務所３３６－３７４３へご連絡ください。なお、12
月 29 日(金)から 1 月 3 日(水)については、教育事務所が休所のため、１月４日(木)にご連絡ください。 


